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Pi(uij | ✓i, aj , bj)
=
exp{ Daj(✓i   bj)(1  uij)}
1 + exp{ Daj(✓i   bj)} (1)







とが多い。また，尺度値は ✓i(✓i ⇠ N(0, 1))で



















IRT を利用した DIF の分析手法としては，















































表 1 情報環境利用に対する満足度を問う 24項目
項目 設問内容 認知率
問 1.7 早稲田大学が提供する情報環境に満足していますか。 0.99
問 2.1 学内共通端末室環境に満足していますか。 0.96
問 2.4 学内共通端末室の開室時間は適当だと思いますか。 0.94
問 2.5 端末室の PCについて、スペックは十分であると思いますか。 0.94
問 2.8 端末室の PC設置台数は十分だと思いますか。 0.95
問 2.9 端末室に設置されたプリンタの台数は十分だと思いますか。 0.91
問 2.12 学内の有線ネットワークについて回線速度は十分だと思いますか。 0.67
問 2.13 学内の情報コンセントの設置数について十分だと思いますか。 0.73
問 2.14 学内の無線ネットワークについて回線速度は十分だと思いますか。 0.83
問 2.15 学内の無線 LANアクセスポイントの設置数について十分だと思いますか。 0.70
問 2.16 端末室以外の教室のAV設備について十分に整備されていると思いますか。 0.85
問 3.1 Waseda-netポータルに満足していますか。 1.00
問 3.13 Waseda-netメールに満足していますか。 1.00
問 3.17 Course N@viに満足していますか。 0.98
問 3.27 文献管理用ソフトウェアまたは文献管理サービス（Refworks等)に満足していますか。 0.41
問 3.28 早稲田大学リポジトリ「DSpace」に満足していますか。 0.22
問 3.29 Web科目登録システムに満足していますか。 0.97
問 3.34 Web科目登録システムについて、レスポンス（応答速度）について十分だと思いますか。 0.98
問 4.2 MNC設置科目全般（内容、レベル、ラインナップ）に満足していますか。 0.31
問 5.1 ネットワーク型授業（オンデマンド授業、CCDL授業）全般に満足していますか。 0.66
問 5.2 オンデマンド授業に満足していますか。 0.66
問 5.8 CCDL授業に満足していますか。 0.15
問 6.2 「QuonNet」に満足していますか。 0.09






2.12，問 3.27，問 3.28，問 4.2，問 5.1，問 5.2，
























項目 識別力 困難度 識別力 困難度  2値 p値
問 2.1 1.422 0.077 1.699 -0.151 1.543 0.462
問 2.4 0.866 -0.770 1.036 -0.711 0.623 0.732
問 2.5 0.924 0.445 1.017 0.233 0.995 0.608
問 2.8 0.995 0.098 0.713 0.362 3.487 0.175
問 2.9 0.768 1.228 0.802 -0.309 47.643 0.000
問 2.13 1.185 1.018 1.788 0.872 3.413 0.182
問 2.14 0.798 0.291 1.149 0.024 3.996 0.136
問 2.15 1.240 1.061 1.383 1.330 1.712 0.425
問 2.16 0.910 -0.301 0.985 -0.035 1.389 0.499
問 3.1 1.244 -0.283 1.456 -0.346 0.733 0.693
問 3.13 1.053 -0.326 1.438 -0.275 2.102 0.350
問 3.17 1.360 -0.044 1.835 -0.124 2.175 0.337
問 3.29 0.905 -0.625 1.579 -0.682 7.029 0.030





2）。その結果，問 2.9と問 3.29については  2
検定の結果がそれぞれ 0.1%, 5%の有意水準で
有意となり，DIF項目であると認められた。こ
れら二つの項目について等化後の項目反応関
